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1.巻頭言:2009年度の報告ILあたつて

2.コラム:会津藩士の京都評判記
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5.公開講演会
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209年度の報告にあたって

同志社の向志社たる所以の材料を整え、保存一智理して次Ⅲ代に仏えてゆくのが当センターの

基木的任務ですか、そのためにも材料のたえざる受新が必要であると恕、いますここにいう史新

とは、新たな材料を1、1'け加えることだけではなく、収蔵している資料を活111する 1二火J刈のにiい

方をしますと今という11キの光を町てることです調介・研究はもちろん、学内外への公開などにで

きるだけの便'i'i:を1刈ることなどがそれにあたります

センターには資料の闘査や開覧に多くの力々が来られますまた、遊ミJiや下紙でのWい介わせ

も年Ⅲ1数fi件あります湘屯なことから思いのこもったことまで様々です資料の公俳1には制約も

あ川雉しい場介もありますが、今の光を"1てるためにはその1心答は大Ujなことなのだと思います

ご存知のようにNeesimaRoomにおいて秤・耿21司の震水を行っています嗹新ということから

して、この事業はとても大心です展ポは本年度まで361川を数えますその前身は、現在は新島

獲ならびにその関係資料の収蔵庫となっています新烏過品雌での展観にありますですから

NeesimaRoomもはじめは過品1ポの資料を,・1しDとした展門ミでしたいまでは辿品,1,託のものはネッ

トで観ることができるようになりましたしJ誕尓も回数を電ねましたから、その纂謝は変わらないに

しても、少しずつ展示の1崎も広がってきました

ここ2年ぱかり、春は_1北して学内に向けて1大は学.外とのNH系を視点とした展示を行ってきました

本年度は、奔は同志社のエンブレムを、秋は新島八電の,k涯を卞題としました奔には1司志社関係

各位の、秋には会津の方々の多大なご恊力のおかげで充突した燧那を行なうことができたと白負し

ています同志社マークの突に多彩で豐罪気な品々、小さなかわいいものから人きな立派なものまで

を堂に飾ってみますと、1司志社の香気が溢れんぱかりの世界を感じることができました岡志社詣

学校の学ど1Ξ・生徒諸沿がにぎゃかに観てもらえたことが何よりうれしいことでした

秋の腰木は、これまでさほど注1ヨされてこなかった新鳥八市を顕彰すること、1司志礼開業に閃縁

あさからぬ会津という上地を'忽知すること、という2つのΠ的をもって行いました八電の新たな資

料が確,忽できたこと、ご好意によりその資料の展示ができたことは!川1寺以上の成宋でしたまた、

お人の',諺師をお招きして会池と京都時代の八埀を語っていただいた公開綱演会は、会場に入

りきれないほどの盛況でしたし、新島旧邸の見学名数は例年を相汽に上回るものでした

研究者の方々、情桜をお寄せいただいた方々、展那や講演にご協力していただいた方々に御

礼1.艇しにげるとともに、八という1げの光を汽てることによって資料の柴旦1!・保存一答理を允突した

ものとする二に大を電ねてゆきたいと恕っています

同志社社史資料センター

口卓也
庄冊

所長 呈各



<第36回Neesima Room企画展に寄せて>

会津藩士の京都評判記

京都と公津というと幕ポ、京都力宗剣脚こ就

任した第9代会Ⅱ!藩iι松平容傑が知1られるも

ちろん京都と会津の関係はずっと遡り、廃代藩

1の多くか将卓名代として卜京した

会工"藩第7代藩上松平容衆は、,1手113(1803)

IF会津芥松城内で牛まれ、文化3a806)イドわ

ずか3歳で家督を相続したこれは容衆の父容

1主か在什わずか5力Ⅱで亡くなったためで、艇代

扉{のうちても111イF少i祀録である加えて容衆

は乍来、身体が制かったのでお力.りの家老は、

夜も寝られない1'1_1であったこの時代、跡取

わの屶fかいなかったら御家晰絶となってしま

うからであっナ・

さて本来家督を村1続する際には、将軍に,U

見し御礼をしなけれぱならないしかし病劇な

容衆にとって長旅は困難で、朴1続は認められた

ものの何度も御礼の延!り1願いを屯ねたようや

く111j、fに向かったのは、文化7a81の年U17歳

の時であったただ

この11キは将軍への

仙11_1兇はなく、名代

が登城し「長々在川

の御ネUを述べただ

けであった容衆

は頻繁に尿意をも 、
帥

よおし、長く座して 子

いることが困難であ 皇

つたため、ここでも ,

御1_1見の延1訓を願

心つていたのである

3甲後、ようやく身体が丈火になった容衆の

初めての仙川見が、文化10a813)'f511と決っ

た家格の定め通り家老ら6人の家隣も、同時

に街11、Nιを,rl'された容衆10殺の11寺であった

が、初めてのことであり家臣らの心配も尋常で

はなかったが、いささかの滞りもなく訥,Ⅱ万端兒

氷にこなし、将軍からもお褒めをいただいたくら

いであった

この時の"j象が良かったのであろうか、その

3午後容衆は将箪の宏,代として参内が決ったの

である過上、京都への将軍乳代の会沌藩 iι

は、初代保科111之か42歳の111、 3代松平Ⅱ:容

が18歳で、4代松平容Πが17歳、そして、代松

'r容頌の16戚に紺綣、1佼年少の13歳ての名代

であった",'発は文化13 1816年U12引、馬

135騎、総勢3,400人余、ほかに先発隊190人

余という大変な人数で、大勢の人々が兒送るな

か11:1'_上屋敷を出発した京都には5飼10H到

大名行列図(会津若松市立会津図書館所蔵)



杵、参内は16Hと決った何しろ劇冠13歳でヌt

宅に井"Uするのであるから、京都所"1代大久保

加rt力.始め皆が心配したこのため12日から

條前ブ三大IE治孝から家臣が派遺されることにな

つた條家は初代藩卞保科正との姉、東福
上さ

門院利 fの関係で以前から付き合いがあり、

代々の 1二京の際も絡別懇Wにしてもらっていた

條家の家臣ら3人が容衆に荏州・^1乍法を仏授、

以降対血の相予によって何度もある規定の衣

服の着粹えから、身の回りのⅢ',ηまで・Wの師

倒をみてもらう

161」いよいよ参内のU、!11_1,例81侍過ぎ宿舎

である岐摩塙邸をル,発しノ厄薬院で昼食荊瞥

え、祖炉斤に人ったのは午後411キであった
^^

^、ー

で犬皇に!-1kを述べ竜顔を井し犬盃を頂幟、

太刀Π鉄や蝋燭などを献にし、退ι1!'したのは午

後10時であったそのあとも小宮御所へ師1り施

薬院で夜食肴替え、さらに条関白、近衛厶1火

唖ほかに挨拶回りで宿舎にhつたのは、何と

翌朝61呼過ぎであった 191ヨは御酒饌頂戴のた

め参内、排楽打{見のところ雨で中止、かわりに
ι畢5オ.__.

御鳳雛や御所内を艀見する鳳衆とは天皇の

儀式でh'¥の際に乗る則である終わって挨

拶回り、 h1つたのは下前淫時であった 21日は

お暇の按拶、右近衛少将の勅,午かあり、先日延

期となった舞楽拝見、そののちまたも各方面へ

按拶回り、それでもこの日は午後10時に戻るこ

とができたその他の日も知恩院、宋涌寺、

条城、高台寺、清水寺などの見学、さらに大勢

の来客の相手とまったく休む暇もない超過往旧

野口
元会津若松市立会津図誓館館長

程であった

結局参内は度にも及んだが、,1、f前に作法は

習ったとはいえ、宮小では此かの萎縮も熊く、ロ

上や立'.ち居振る舞い、御礼叩'に、勅答など大人

も及ぱぬ位に立派に勤め 1二げ、公家や幕府役

人伺皆大いに感心したというまた衣冠のな
ん

りもまるで大隠の公達のよう、との評判をとった

論吾の剛合いは如何にも幼年と見えとも、公私

の動き、諸班滞りなく酋尼よく勤めと、迎の

,〒価は公津藩ではなく第省から兇たものてあ

り、お紲辞ではないと忠われる

磐められたのは容衆だけではなかったお供

の大勢の公池藩士も遡小、在京巾とも決まりを

侵ぐ1り、いささかの不埒なことも無かった多

人数のため瀋」」らは京都では町尾に宿ihする

ことになったが、兀来京都人は行;をnすことを

好まなかった最初嫌がった京の人々も藩士の

奥lml.1で律儀な性惰が追々理解され、宿を貸

さなかった者が残念に思うほどであったという

最初公津藩士が京都に到打した際、京都の

fどもたちは藩上全員の無骨で*1.{末な綿服を

兒て失笑したというそれでも質業倹約を守る

藩士の姿を見て、h1るころは公沌家は大家ゆ

え粗末な兄苫しい服が却って似Aうこれを小

鰭の小人数が真似をしたら誠におかしきものと

変な誉め力もされた
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1.資料整理

社史資料センター綱別蔵書冊数(逐次刊行物は除く)
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※日本十進分顯法による分類
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総冊数 10,528冊

7

資料提供(写真資料を中心に)

資料提供日

2009年

4月3日株式会社映像舎:ケーブルテレピ番組『西三河の肖像使用加藤与五郎写真?点

15e NHK大阪放送局番組制作部:NHK歴史秘話ヒストリア「明治悪妻伝説初代"ハンサム

ウーマン"新島八重の生涯」使用/新島八重関係資料28点

22日ファミリー・フォーラム,ジャパン:「著名人クリスチャンの結婚生活使用小崎弘道家
族写真2点

5月7日産経新聞社:取材で資料撮影/学友会関係資料1点

6月4日有限会社プリズム:,情報誌「ダテパー」使用/新島襄・八重写真1点

8日「ウィリアムメレルヴォーリズ展 in 近江八幡」実行委員会:ウィリアム・メレル・ヴォ
ーリズ展 in 近江八幡使用/同志社カレッジソング関係資料2点、啓明館関係資料2点、有

隣館資料]点

24日上毛新聞社:長期連載企画「山河遥か上毛・先人の奇跡」総集編掲載/新島襄八重写真
]点

7月29日会津若松市:会津若松市史DVD 会津の歴史ダイジェスト版収録/山本覚馬写真1点

31日株式会社マガジンハウスCa舶 BRUTUS編集部:「美術建築デザイン好きの京都入門」

特集( caseBRUTUS 2009年]0月号)使用新島旧邸外観写真1点

8月5日韓国SBSテレビ:尹東柱のドキユメンタリ番組使用尹東柱関係資料2点

6日株式会社おもちゃあ:洛西ケーブルピジョン「Roots」使用新島襄関連写真2点、VV.S
クラーク写真]点

75

44

(2m0年3月31日現在)

80 90 合計比率

106 1,542 2,065 19.6%

80 1,399 1,931 18.3%

884 200 2,317 22.0%

23 2,567 24.4%14
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9月1日

11日

有限会社=猿社:ビジュアル幕末1000人」(2009年)使用/新島襄・八重写真1点

島津創業記念資料館:研究のため複写/書籍(月ルCんe'S ⅢUstreted ca始/0目Ue of
Phi/osophi0日//nstruments、 and sohoo/AρParetus,1868)1点

有限会社村田堂:村田堂創業]20周年展示会「京都の教育と学生服のあゆみ」使用/学生
服ボタン1式、同志社関連写真11点

いのちのことぱ社:「聖書を読んだサムライたち」使用/新島襄およぴ八重関係写真4点

全国大学史史料協議会東日本部会:「日本の大学一その設立と社会」展示使用/伺志社英
学校初期の校舎(第一寮、第二寮)写真1点

Milburn、shorr Hi11S Historicel society :同協会nevvsletter使用/新島襄関連英文書
簡画像]点

有限会社ハユマ:ビジュアル版幕末・維新の人物事典」使用/第二寮、ワイルド'ローウ
アー号模型、新島関係写真各]点

18日

10月

11月

]日

13日

] 8日

]2月9日

2010年

2月16日 上武印刷株式会社:上毛かるた読本掲載自責の杖写真

博物館学芸員課程の「学外実習」

昨年に引き続き本年度も博物館学芸員課程の「学外実習」を受け入れた。

今年度の受け入れは]8名で、3つのグループに分けて8月の第1・3・4週の各週3回、計9日にわた

つてセンター内で実習を実施した実習テーマは昨年に引き続き「伺志社社史資料の調査と整理」で、

初日にセンター内の資料収蔵施設の見学を実施し、終了次第資料の整理に取り掛かった。対象となっ

た資料は主に同志社第9代総長である大工原銀太郎関係の書簡であった。昨年同様に2人]組となり、

担当者のアドバイスの下で各資料のりスト化作業を行った。実習生からは同志社の歴史に触れること

ができる貴重な経験であるとの感想も闇かれた。



展弓ゞ

2009年度は2回のNeesima Room企画展件寺別資料展示を含む)を実施し、新島
会館、ラーネッド記念図書館、 The Doshisha 学校合同説明会、ホームカミングデー
20仭への展不協力を行った

1.N巳巳Sim3 Room企画展

・春学期(第35回企画展)

2009年4月]日水~7月31日(創

テーマ:「同志社の表徴(しるし)

エンブレムとデザイン」

来訪者数:延べ3.209名

実施日数:113日

2.特別展

・特別資料展示「会津に残る八重の面影」

2009年]]月6日(金)~] 2月13日

来訪者数:延べ],] 34名

実施日数:36白

協力:会津若松市、会津若松市立会津図書館、福島県立

博物館、会津武家屋敷

・秋学期(第36回企画展)

2009年] 0月]日(木)~

2010年1月31日旧

テーマ:「新島八重の生涯進取と衿持」

来訪者数:延べ3,369名(特別展を含む)

実施日数:10]日(特別展を含む)

協力:会津若松市、会津若松市立会津図書館、

福島県立博物館、会津武家屋敷

ι

、^

口



3 展示協力

1)新島会館

2009年4月から9月まで

「よみがえるクラーク記念館」をテーマに

写真パネル20点を展示。

2009年10月から2010年3月まで

「早稲田と同志社創立者の想いと交流から

テーマに写真パネル20点を展示。

(2)THE DOSHISHA学校合同説明会

2009年7月26日旧)、同志社クラーク記念館で行われた標記説明会に展示協力

(3)ラーネッド記念図書館

「早稲田と同志社一新島嚢とその弟子たち(2009年4月]日~7月31日)及

ぴ「同志社のシンボルマーク」展(2009年10月31日~2010年2月28日)1こ

展示協力。

(4)ホームカミングデー2009

2009年11月7日(日)開催のホームカミングデー2009で、社史資料調査員によ

る展示説明(3回、各30分程度)を実施。

社史資料調査員による展示説明

(ホームカミングデー)



公開講
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NeesimaRoom企画展のテーマに添った講演会を春学期と秋学期に実施した

^mo

ヤ▼師一

春学期(第35回Neesima Room企画展)

演題:「視覚シンポルの意味とその理解」

講師:井上智義幟会学部教授)

日時2009年6月20日仕)

場所:至誠館3階会議室

参加者数:27名
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2.秋学期(第36回Neeslme Room企画展)

演題:「新島八重という人を語る」

講師:野口信一(会津若松市立会津図書館館長)

河野仁昭(元同志社社史資料室室長)

日時:2009年12月] 2日(士)

場所:至誠館2階21番教室

参加者数:115名
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機関,志の刊hや第部門研究(新島研究)および第

の研究会は次のとおりである

第一部門研究俳斤島研究)研究会(代表本井則専)

第94回例会 2009年4月] 3日(月)

①「『新島研究」1号~]00号までの掲載論文及ぴ執筆者の特色が見られ

るか、新島襄の総合研究という観点から今後どのようなテーマの論文掲

載が望ましいか」
報告者;服部泰夫、太田雅夫

②「『安部磯雄日記一青春編一」をめぐって」
報告者:北垣宗治

2009年5月]]日(月)

「鍵屋六之丞小考」
報告者:籠谷次郎

第95回例会

第96回例会

第97回例会

2009年6月8日(月)

報告者:森永長壹郎

2009年7月] 3日(月)

報告者:北垣宗治

部門研究(同志社社史研究)

第98回例会 2009年8月8日(士)

①「新島襄の第]の回心と2つの自伝」
報告者;明楽誠

②「新島と八ーディー菊をめぐって」
報告者:礒英夫

③畔斤島のまなざし中高生に伝えるべき心」
報告者:頼冨雅博

④円割tを変えた啓蒙思想と系譜一福澤諭吉大隈重信と新島襄」
報告者:志村和次郎



第99回例会 2009年10月19日月

報告者:長嶋啓介

第100回例会 2009年11月9日(月)

報告者:井上勝也

第101回例会 2009年12月14日(月)

報告者:坂井誠

第102回例会 2010年1月18日月

報告者:小暗眞

第103回例会 2010年3月8日月

報告者:那須頼雅

2.第一部門機関誌

新島研究第101号 A5版 266頁 2010年2月28日発行

論叢鍵屋六之丞考

山本覚馬と新島襄1

真下五一「小説新島襄」を読む

ビエモンテに憩うイタリアの新島襄

何故同志社はキャプテン・ジエインズを獲得できなかったのか

新島襄のキリスト論
~「キリストの真理の証し」と復活論を中心として~

新島襄の第1の回心と2つの自伝

資料安部磯雄日'青春編を読んで

安部磯雄日。B 青春編刊行によせて

新島襄の試練 2つの社会、差別と平等の問で」

新島研究第1号~]0]号総目次〔改訂版]

新島研究第1号~]0]号執箪者索引[改訂版]

籠谷次郎

井上勝也

北垣宗治

本井康博

森永長壹郎

大越

明楽

川口

檜皮 瑞樹

二
誠
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3.第二部門研究(同志社社史研究)研究会(代表伊藤彌彦)

第2回例会

第3回例会

2009年5月26日(火)

報告者:宮浬正典

2009年6月30日(火)

と留字生史」
報告者:宇治郷毅

2009年10月29日木

報告者:駒込武

第4回例会

第5回例会

第6回例会

2009年12月10日(木)

「朝鮮・満州という未知なる経験と親近感の諸相
同志社女学校専門学部]925~]930年卒業旅行に着目して
報告者:宇都宮めぐみ

2010年1月26日火

「同志社大学英文学会主流の創刊
1930年代の英文学研究を背景にして」
報告者:中井

同志社女専を中心に」

坂本
:^^
ノ月白

森永長壹郎

北畑

4.機関誌

同志社談叢第30号 A5版 386頁 2010年3月1日発行
論叢アメリカの新島襄

女子高等教育の一形態
一同志社女子専門学校を介してー

「外国・植民地」出身留学生をめぐる表鼠と役割
資料紹介増野悦興と「基督教青年」

資料紹介

ジ土ームズ館の寄付者、ジェームズ夫人
-E11en stebbins curtiss JameS の業績・人となり・肖像
J,D.ディヴィスとN.G,クラークの往復書簡(フ)

翻訳 「同志社の土着化a875~1919)」(その10) ^:'、
刀气ノロ

伊簾彌彦

宮澤正典

宇都宮めぐみ

滝澤民夫

小枝弘和



第167回新毛'k生挺記念会

日時:2010年2月12日(制
17:00~ 19:30

場所:伺志社新島会館大研修室

表彰

新島研究論文賞

新島研究功績賞

記念講演
演題:新島襄と八ーディー夫人白菊をめぐって

講師:礒英夫(映像演出割

礒英夫(映像演出割

押尾由起子(NHK大阪放送局番組制作部ディレクター)

新島襄生誕記念懸賞論文入選者(2009年度)

【中学校の音田

最優秀賞

優秀賞

十倉京香個志社中学校1年)

「新島襄の医学設立の夢と失敗」

佐藤ふみ香(同志社女子中学校1年)

畔斤島襄の願い」

岩谷悠里(同志社中学校1年)

「新島襄の漢詩と人格の足跡」

浅川智基噺島学園中学校3制

畔斤島嚢とスポーツ」

石桁大輝(同志社香里中学校1制

「命を賭けて実現した改革」

宮下裕美子個志社中学校1制

「同志社とデントン先生一愛と信仰

【高等学校の部】

晨優秀賞

優秀賞

山川陽介(東北学院高等学校2年)

「新島襄が東北仙台、そしてわが母校東北学院に遺したもの」
菊宮朱音(同志社国際高等学校3年)

「受け取ったもの」

西尾真衣(同志社国際高等字校3年)

「新島襄と津田梅子一理想の学校作りに生涯を捧げて」

神部優紀(新島学園高等学校3年)

「新島襄の目指した教育その視線の先に見据えていたもの

小南理恵個志社国際高等学校3羽

「新島襄とロピンソンクルーソー」
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ボストンの友人J.M.シアーズの寄付'によって建てられた新島襄の私邸で、和洋折衷の木造

階建て住宅として、また、同志社創立者の旧居として価値が高く、1985年.に家具・朋度頬
を含めて京都市有形文化財に指定された

■公開白

3月~7月、 9月~羽月の毎週水土日曜日(ただし祝白、休日は除く)
春と秋の京都御所一般公開期間中の毎日、およぴ11月29日(同志社創立記念日

■公開時問

10:00~] 6:00

<2009年度見学者数>

4月 5月6月 7月9月10月11月3月

2,033人 745人 565人 5]8人 548人朋2人 2,]5]人 621人

※2009年4月22日に、ⅣHKのテレビ番組「歴史秘話ヒストリア」で新島旧邸が紹介された。

ー^

合計

フ,8飴人

寺町通に面した木戸から玄関への小道

新島旧邸外観

応接間

,
ー
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■
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一
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同志社社史資料センター委員会委員(20四年團

露口卓也同志社社史資料センター所長

圓月勝博教務部長

片山傳生企画部長

中山健二総務部長

神谷遊人文科学研究所長

山田史郎歴史資料館長

山本修法人事務部長

山田邦和女子大学現代社会学部教授

同志社社史資料センター運営委員会委員(2009年團

露口卓也同志社社史資料センター所長

神谷遊人文科学研究所長

山本修法人事務部長

本井康博神学部教授

菊地

泊E

辻村

敦賀

竹山

本井

出原

事務室

高等学校教諭

香里中学校,高等学校教頭

女子中学校・高等学校教頭

国際中学校高等学校教諭

中学校教頭

神学部教授

法学部教授

好

昭夫

幸男

康博

政雄

所長

事務長

担当課長

社史資料調査員

社史資料調査員

アルバイト

露口卓也

落合万里子

馬渕吉倫

小枝弘和

布施智子

3名

出原

山田

辻村

竹山

政雄

邦和

好

幸男

法学部教授

女子大学現代社会学部教授

女子中学キ交高等学校教頭

中学校教頭

新島旧邸 アルバイト

N舶SimaRoom 院生アルバイト

^

一Ξ.^

3名(5名で交代勤矧

1名(6名で交代勤務)

登
次英



(設置)

第】条本学に同志社社史資料センター(以下「センタ
ー」という。)を腔く。

(目的)

第2条センターは,創立者新島襄並ぴに同志社関連
資料の収集.整理,保存及ぴ公開業務を継続,発展さ
せ.同志社創立以来の歴史と伝統を後世に継承して
いくとともに同志社教育の充実と発展に寄与するこ
とを目的とする

(事業)

第3条センターは.前条の目的を達成するために'以
下の事業を行う。

(])同志社社史資料の研究.収集.整理,保存及ぴ公
開に関すること。

(2)新島研究に関すること。

(3)同志社社史編に関すること

(4)「同志社談叢」の発行に関すること。

(5) Neesim日凡oom の管理運営に関すること。

(6)ハリス理化学校記念展示室の管理運営に関する
こと。

(刀新島遺品庫の管理運営に関すること。

(8)新島襄旧邸の管理運営に関すること。

(9)新島嚢及ぴ同志社建学の精神にっいての啓蒙活
動に関すること。

0のその他センター設置の目的に照らして必要と認
められる事業

(所長)

第4条センターに所長を置く。

2 所長は.学長が任命し.センターの業務を統括する。

3 所長の任期は1年とし.再任を妨げない

(同志社社史資料センター委員会)

第5条センターに同志社社史資料センター委員会(以
下「センター委員会」という)を置き、以下の事項にっ
いて審議する。

(])センターの事業に関すること

(2)社史資料調査員の候補者推薦IL閔すること

(3)その他必要な事項

(センター委員会の構成)

第6条センター委員会は,次の者をもコて構成し.委
員は学長が委嘱する。

(1)所長

(2)教務部長.企画部長.総務部長,人文科学研究所長.
歴史資料館長及び法人事務部長

(3)女子大学.高等学校,香里中学校,高等学校,女
子中学校高等学校.国際中学校・高等学校.中学校
から各]名

同志社社史資料センター規程

(4)学識経験者若干名

2 第1項第3号に掲げる委員は、各学校長の推薦1こよ
り学長が委嘱し.その任期は1年とする。ただし,再
任を妨げない。

3 第]項第4号に掲げる委員は、所長の推薦により学
長が委嘱し、その任期は]年とする。ただし,再任を
妨げない。

4 センター委員会は,所長が招集し.議長となる。

5 センター委員会は,委員の過半数をもって成立し.
議事は出席者の2分の1以上の賛成をもコて決する。
ただし,第5条第2号に係わる議決は出席者の3分の2
以上の賛成を必要とする。

(運営委員会)

第7条センター委員会に同志社社史資料センター運
営委員会(以下「運宮委員会」という。)を置く。

2 運営委員会は.第3条に掲げる事項について計画立
案し,センター委員会の議を経てその実施にあたる。

(運営委員会の構成)

第8条運営委員会は.次の者で構成する。

(1)所長

(2)第6条に掲げる者のうち所長が任命する者若干名

(3)所長が必要と認めた者若干名

2 委員の任期は1年とし,再任を妨げない

3 委員会は、所長が招集し.議長となる

(事務室)

第9条センターに事務室を置く。

2 事務室に職員若干名を置き.センターの事業,委貫
会に関わる事務.その他必要な事務を行う

3 センターの事務組織は、同志社大学事務機構規程
IL定めるところによる

(社史資料調査員)

第10条事務室に社史資料調査員たる職員若干名を置く。

2 社史資料調査員は.社史資料の収集、整理,調査.企
画、展示等の業務を行う

3 社史資料調査員の選考に関する事項は,別に定める

(事務の所管)

第Π条この規程に関する事務は.同志社社史資料セ
ンター事務室が行う。

(改廃)

第12条この規程の改廃は.センター委員会の議を経
て大学評議会で行う

2004年4月24日制定
2004年5月1日施行

附則

この規程は、2004年5月】日から施行する。



(目的)

第1条この要項は「同志社社史資料センター規程」の

第3条第1項に則り、同志社社史資料センター(以下

「センター」という)が所蔵する資料等(以下「資料等」

という)の利用に関する必要事項を定める。

(センターの業務)

第2条センターは、資料等の利用に関して次の業務

を1子う。

(])閲覧

(2)榎写

(3)貸出

(4)参考調査

同志社社史資料センター利用要項

(公開と利用制限)

第3条資料等は公開を原則とするが、次のものは利

用を制限する

(1)新島遺品庫資料

(の新島旧邸文庫資料

(3)非公開を条件に寄贈・寄託を受けている資料

(4)破損または汚損を生じる恐れがある資料

(5)個人情報に関する資料

ア)現存者の個人情報に関する資料については、

「個人情報の保護に関する規程」(法人)と「同志

社大学個人情報保護委員会内規」に則る。

イ)物故者の個人情報に関する資料比ついては、

以下のものの利用を制限する。

①没後50年未満のもの

②故人の重大な秘密であり、公開により遺族

等に不利益を与える恐れがあるもの

(田センター所長(以下「所長」という)が特に指定す

る資料等。

(利用時問)

第4条資料等を利用できる時問は、大学が定める休

日を除いた平日の9時から17時、土曜日の9時から]2

時とし、夏季休講期間は平日の9時から16時とする

2 所長が必要と認めたときは、利用時間を変更する

ことがある

(閲覧)

第5条資料等の閲覧は、センター内所定の場所で行

うものとする

(複写)

第6条資料等の複写撮影は、著作権法の範囲内で行

うものとする。

2 破損の恐れがある資料等は、複写・1最影を制限する。

3 出版、放映、展示等のために複写・1最影する場合は、

所定の申請誓を提出し、所長の承認を得なければな

らない。

(貸出)

第7条貸出ができる資料等は、同志社大学学術情報

システム(DOORS)に登録された図書とし、禁帯出

図書と逐次刊行物を除く。

2 貸出ができる者は、以下とする。

ア)同志社大学学生教職員

イ)同志社女子大学学生教職員

ウ)同志社大学と同志社女子大学の図鬻館利用力

ード所持者

エ)センターが設置する部門研究の参加者

オ)その他、所長が特に認めたもの

3 貸出冊数は5冊までとし、貸出期問は1ケ月とする。

4 返却を延滞した場合は、当該資料を返却するまで

貸出を停止する。

(特別貸出)

第8条出版、放映、展示等のため資料等を貸出する場

合、利用者は所定の申謂書を提出し、所長の許可を

得なければならない。

(紛失、汚損)

第9条資料等を紛失・汚損したとき、所長は現物また

は現金にょる弁償を求めることができる。

(参考調査)

第10条センターは、利用者の求めにより次の範囲で参

考調査を行い、情報を提供する。

1 同志社関係資料の検索

2 同志社史に関する事実

(要項の改廃)

第"条この要項の改廃は、同志社社史資料センター

委員会の議を経て行う

2009年5月19日制定
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